
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パソコンまたは移動電話機等の端末装置に対し、ネットワークを介してメールの送受信
サービスを行うホームページを有するサーバ装置 アクセス方式において、
　
　前記端末装置が前記ホームページにアクセスし、 ホームページ上から

メーラーを起動 、
　
　
　 メールの文未に、抽選番号と該ホームペ
ージのアドレスの書き込みを メール受信者

メールを送信
　

　
　

　 特徴とする抽選番号付与メールによるホームページアクセス方式。
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の
前記サーバ装置は、

該 送信者が所定の
ボタンをクリックすることにより該サーバ装置の する手段と

該メーラーの起動によって送信者がメールを作成することを指示する手段と、
メール作成終了により、そのメールの適合性を判断する手段と、
前記判断する手段により適合と判断したとき、

し、さらに抽選会の案内を添付して の宛て先メ
ールアドレスに する手段と、

メール受信者にメールを送信する際、前記抽選番号と宛て先メールアドレスをサーバ装
置内のファイルに保存する手段と、

前記保存された抽選番号の中から無作為に当選番号を決定する処理を行う手段、
前記メール受信者が、送られたメールに書き込まれている当該ホームページのアドレス

にアクセスして抽選番号の当選を確認した場合、前記メール受信者が入力したメールアド
レスと前記ファイルに保存されている当選者の抽選番号および宛て先メールアドレスの照
合を行うことにより、当選者本人確認を行う手段と、

を有することを



【請求項２】
　前記端末装置からユーザ登録要求があったとき、前記サーバ装置は 登録画面を表
示し、 必要事項の入力を指示し、
　前記指示にしたがってユーザが入力したときユーザ登録ファイルに前記必要事項を格納
し、 送信メールサーバ

に書き換えるとともに前記登録要求のユーザにニックネームを付与し通知するように構
成したことを特徴とする請求項１記載の抽選番号付与メールによるホームページアクセス
方式。
【請求項３】
　前記サーバ装置は、当該ホームページにメール送受信のためアクセスできるように設定
したオリジナルメーラーを有し、
　前記端末装置が前記オリジナルメーラー

　 特徴とする の抽選番号付与メールによるホームページアクセ
ス方式。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ホームページへのアクセス数を増大させることを可能にした抽選番号付与メー
ルによるホームページアクセス方式に関する。
【０００２】
【従来の技術】
インターネットユーザのホームページへのアクセス数を如何に増大させるかが、Ｅビジネ
スでは非常に重要な課題となっている。
従来のホームページにおいて、アクセス数を増加させる方法は、他の人気ホームページに
リンクを張るか、または、ＴＶやダイレクトメールなど別のメディアで宣伝活動をするこ
とにより、ホームページの認知度を高めることが中心であった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、人気サイトにバナー広告などのリンクを張ったり、別のメディアを使用し
たりする場合、広告料が概して高価であり、また、インターネットを使用しない人へも宣
伝活動を行うため、効率的ではないという欠点があった。
本発明は、上述した間題に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、きわめて安
価に、ネットワークユーザのみを対象にしてホームページへのアクセス数を飛躍的に拡大
させることができる抽選番号付与メールによるホームページアクセス方式を提供すること
にある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するために本発明による抽選番号付与メールによるホームページアクセ
ス方式は、パソコンまたは移動電話機等の端末装置に対し、ネットワークを介してメール
の送受信サービスを行うホームページを有するサーバ装置 アクセス方式において、

前記端末装置が前記ホームページにアクセスし、 ホームページ上から
メーラーを起動

、

メールの文未に、抽選番号と該ホームページのアドレスの書き込みを
メール受信者 メールを送信
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ユーザ
ユーザのメールアドレス，ニックネーム等、

前記端末装置内の 設定（ＳＭＴＰ）を前記サーバ装置のメールサー
バ

のダウンロード要求のアクセスをしたとき、メ
ーラーダウンロード画面を表示し、必要事項の入力を指示し、必要事項の入力終了によっ
てユーザ登録ファイルに必要事項の登録をし前記オリジナルメーラーをダウンロードする
手段を、

有することを 請求項１記載

の 前記
サーバ装置は、 該 送
信者が所定のボタンをクリックすることにより該サーバ装置の する手段と

該メーラーの起動によって送信者がメールを作成することを指示する手段と、メール作
成終了により、そのメールの適合性を判断する手段と、前記判断する手段により適合と判
断したとき、 し、さ
らに抽選会の案内を添付して の宛て先メールアドレスに する手
段と、メール受信者にメールを送信する際、前記抽選番号と宛て先メールアドレスをサー



【０００５】
　また、本発明は上記構成において、前記端末装置からユーザ登録要求があったとき、前
記サーバ装置は 登録画面を表示し、 必
要事項の入力を指示し、前記指示にしたがってユーザが入力したときユーザ登録ファイル
に前記必要事項を格納し、 送信メールサーバ

に書き換えるとともに前記登録要求のユーザにニックネームを付
与し通知するように構成されている。
【０００６】
　さらに本発明は上記構成において、前記サーバ装置は、当該ホームページにメール送受
信のためアクセスできるように設定したオリジナルメーラーを有し、前記端末装置が前記
オリジナルメーラー

【０００７】
【作用】
上記構成によれば、メール受信者は、メ一ルの文末に抽選番号とホームページのアドレス
が表示されているので、抽選の結果を知るために該ホームベージヘアクセスし、アクセス
量の増大を図ることができる。この繰り返しにより、このホ一ムページの存在を利用者が
他の利用者へ知らせる結果となり、さらに該ホームページへのアクセス量が増大する。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施形態を詳しく説明する。
図１は、本発明による抽選番号付与メールによるホームページアクセス方式の実施の形態
を示す概略図である。
インターネット１１にパソコン（端末装置）１ａ～１ｂがアクセス可能である。端末装置
としてＰＨＳ，携帯電話機などの移動電話なども利用可能である。インターネット１１と
端末装置間は電話回線によるダイヤルアップや専用回線などによって接続される。
【０００９】
抽選番号付与メールサーバ１０が提供するホームページは、インターネット１１に接続さ
れ、いずれの端末装置からもメールサーバとして利用可能になっている。
サーバ１０は、制御部であるＣＰＵ１１，ＲＯＭおよびＲＡＭを含むメモリ部１９，懸賞
番号・宛先メールアドレスファイル２１およびユーザ登録ファイル２２を格納するハード
ディスク２３，サーバとして所定の機能を実現するためのボート２０ならびにモデム，タ
ーミナルアダプタ機能を有する通信部１８を含んで構成されている。
【００１０】
ＣＰＵ１１は、制御プログラムによってホームページ表示部１２，メール送信部１３，当
選者登録部１４，当選番号・ニックネーム表示部１５，ユーザ登録部１６およびメーラー
ダウンロード部１７の各機能を実現している。
ホームページ表示部１２は、端末装置から当該ホームページにアクセスがあると、例えば
図６に示すような画面を表示する。
この例は、メインメニューの画面例である。画面には、このホームページを利用してメー
ルの送受信を行うと、メールに抽選番号が付され抽選番号付きメールを受信した人はプレ
ゼントが当たる旨の記述部分３０が表示されている。また、所定の期間毎の当選者の当選
番号とニックネームの記述部分３１が表示されている。さらにメールボタンなどの各機能
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バ装置内のファイルに保存する手段と、前記保存された抽選番号の中から無作為に当選番
号を決定する処理を行う手段と、前記メール受信者が、送られたメールに書き込まれてい
る当該ホームページのアドレスにアクセスして抽選番号の当選を確認した場合、前記メー
ル受信者が入力したメールアドレスと前記ファイルに保存されている当選者の抽選番号お
よび宛て先メールアドレスの照合を行うことにより、当選者本人確認を行う手段とを有し
ている。

ユーザ ユーザのメールアドレス，ニックネーム等、

前記端末装置内の 設定（ＳＭＴＰ）を前記サ
ーバ装置のメールサーバ

のダウンロード要求のアクセスをしたとき、メーラーダウンロード画
面を表示し、必要事項の入力を指示し、必要事項の入力終了によってユーザ登録ファイル
に必要事項の登録をし前記オリジナルメーラーをダウンロードする手段を有している。



にリンクするボタン３２，ショッピングの案内にリンクするアクセスボタン３３，会員登
録，オリジナルメーラーダウンロード，当選者登録画面へのアクセスボタン３４などが表
示されている。
【００１１】
　図２は、サーバのメール送信部，当選者登録部および当選番号ニックネーム表示部の各
回路の動作を説明するためのフローチャートである。
　ユーザが当該ホームページをアクセスし、メインメニュー画面の「メール送信ボタン３
２ａ」（図６参照）をクリックしメーラーを起動すると、メール送信部１３は、端末装置
からメール送信のためのアクセスがあったことを検知する（ステップ（以下「Ｓ」という
）２Ａ０１）。そして、メーラー起動でメール作成を指示され、それによってユーザがメ
ールを作成する（Ｓ２Ａ０２）
　 ール作成が終了すると、そのメールの適合性を判断する（Ｓ２Ａ０３，Ｓ２Ａ０４）
。適合性の内容は、送信されるメ一ルの送信者と宛先のメールアドレスが一致してないこ
と（自らにメールを送っていないこと）、宛先がメーリングリストでないことを判断する
。
【００１２】
適合性がなければ、抽選番号を付与しないでメールを発送する（Ｓ２Ａ０５）。適合性が
あれば、メールの文末に抽選番号と当該ホームページアドレスを添付する（Ｓ２Ａ０６）
。そして抽選番号と宛先メールアドレスを懸賞番号・アドレスファイル２１に保存し、抽
選番号付きメールをインターネットを通じてメール受信者に送信する（Ｓ２Ａ０７，Ｓ２
Ａ０８）。
【００１３】
　当選番号の決定とニックネーム表示は以下のようにして行われる。
　サーバ１０は、懸賞番号・宛先メールアドレスファイル２１に保管されている一定期間
内に送信されたメールの抽選番号の中から、無作為に当選番号を決定する処理を行う（Ｓ
２Ｃ０１，Ｓ２Ｃ０２）。そして当選番号だけの表示では、当選番号の確認作業がユーザ
にとって面倒になるためユーザ登録 ２２を上記Ｓ２Ｃ０１，Ｓ２Ｃ０２で決定し
た当選番号に対応するメールアドレスで検索し、当選者のニックネームを抽出する（Ｓ２
Ｃ０３）。
　以上の結果をメインメニュー画面上の「当選番号・ニックネーム表示」部分３１に表示
する（Ｓ２Ｃ０４）。ここで、当選者がユーザー登録していない場合は、ニックネームを
表示しない。
【００１４】
当選者の登録動作は当選者登録部１４によって行われる。メール受信者が図６のメインメ
ニュー画面で、自らの当選を確認した場合、同メインメニュー画面の左下にあるアクセス
ボタン３４の「当選者登録画面へ」のボタン３４ａをクリックする（Ｓ２Ｂ０１）と、当
選者登録画面を表示し、住所、氏名およびメールアドレスの入力が指示される（Ｓ２Ｂ０
２）。この指示にしたがって入力が終了する（Ｓ２Ｂ０３）と、当選者登録部１４は当選
者番号とメールアドレスの照合を行う（Ｓ２Ｂ０４）。照合の結果が不適合であれば、不
適合である旨をメール送信する（Ｓ２Ｂ０５）。当選が確認された場合は、プレゼント発
送指示をインターネット１１経由で行う（Ｓ２Ｂ０６）。
【００１５】
　図３は、サーバのユーザ登録部およびメーラーダウンロード部の各回路の動作を説明す
るためのフローチャートである。
　ユーザー登録する場合、図６のメインメニュー画面のアクセスボタン３４の「ユーザー
登録」ボタン（Ａｗａｒｄ（仮称）の会員になる）３４ｂをクリックする（Ｓ３Ｄ０１）
。ユーザ登録部１６は、ユーザ登録画面を開き、ユーザのメールアドレスと当選時の表示
に使うニックネームを入力するよう指示する（Ｓ３Ｄ０２）。この指示にしたがって入力
を終了する（Ｓ３Ｄ０３）と、ユーザ登録ファイル２２に保管する（Ｓ３Ｄ０４）。そし
て、ユーザの所有する端末装置の送信メールサーバの設定（ＳＭＴＰ）をサーバ１０内の
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メールサーバに書き換える（Ｓ３Ｄ０５）
　 ７に送信メールサーバのＳＭＴＰ書換え例を示す。この例はＳＭＴＰ「ｍａｉｌ．○
○○○．ｃｏ．ｊｐ」を「ｍａｉｌ．Ａｗａｒｄ．ｃｏｍ」に書き換えている。
　この後、決定したニックネームをユーザに通知するメールを送信する（Ｓ３Ｄ０６）。
【００１６】
本システムに参加を希望する場合、オリジナルメーラーのダウンロードを行うことができ
る。図６のメインメニュー画面の「オリジナルメーラーダウンロード」ボタン３４ｃをク
リックする（Ｓ３Ｅ０１）。メーラーダウンロード部１７は、メーラーダウンロード画面
を表示し必要事項の入力を指示する（Ｓ３Ｅ０２）。この指示にしたって入力する（Ｓ３
Ｅ０３）と、ユーザ登録ファイルに必要事項の登録を行い、メーラーのダウンロードを開
始する（Ｓ３Ｅ０４，Ｓ３Ｅ０５）。ユーザの端末装置にオリジナルメーラーのダウンロ
ードが行われる。
【００１７】
図４は、本発明におけるアクセス形態を説明するための図である。
ＡさんからＢさんへ，ＢさんからＣさんへ，ＣさんからＤさんへとメールを送信する場合
である。Ａさんがメールを送信すると、Ｓ４０３でメールに抽選番号が自動的に挿入され
る。ＢさんはＡさんからメールを受けると、その抽選番号を確認するためにＡｗａｒｄへ
アクセスする。そして、Ｃさんへメールを送ると、Ｓ４０８でメールに同様に抽選番号が
自動挿入される。ＣさんはＢさんからメールを受けると、その抽選番号を確認するために
Ａｗａｒｄへアクセスする。そして、Ｄさんへメールを送ると、Ｓ４１３でメールに同様
に抽選番号が自動挿入される。このようにして端末装置のＡｗａｒｄへのアクセス数を増
大させることができる。
【００１８】
　つぎに図５のフローチャートを用いてメール送信からメール受信者のプレゼントの受け
取りまでについて説明する。
　メール送信者がＡｗａｒｄのホームページにアクセスし、当該ホームページにある「メ
ール送信ボタン」をクリックすると、メーラーが起動し、送信者はそのメーラーでメール
を作成し送信する（Ｓ５０１～Ｓ５０５）。
　サーバは送信者が送信 メールに対して自動的にメール受信者のアドレスと抽選番号
を登録し、メールの文末にメール番号を添付する（Ｓ５０６，Ｓ５０７）。また、抽選会
の案内、ホームページアドレスも添付する。
　図８にメールに添付される例を示してある。
　メールの文末に記述部分３５が挿入され、賞品，抽選番号，ホームページアドレスが書
き込まれている。
【００１９】
メール受信者は、メールを受信すると、上記説明を読んだ結果、当選を確認するためにＡ
ｗａｒｄのホームページヘアクセスする（Ｓ５０８，Ｓ５０９）。ホームページ上で自ら
の抽選番号の当選を確認した場合、当選者登録ボタンをクリックし、自らの住所・氏名等
の必要事項を入力する（Ｓ５１０，Ｓ５１１）。
サーバ１０は、当選者登録内容と、メール送信時にサーバ内に登録された受信者のメール
アドレスと抽選番号を照合確認し、当選者本人であることを確認する（Ｓ５１２）。ホー
ムページ管理者は、本人確認がされた場合、プレゼントを当選者に配送する（Ｓ５１３）
。これにより当選者はプレゼントを受け取ることができる（Ｓ５１４）。
【００２０】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、当該ホームページを経由して送信されたメール受信
者から次の受信者へと、当該ホームページの認知が広まり、自動的にホームページヘのア
クセス数が飛躍的に増大するという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による抽選番号付与メールによるホームページアクセス方式の実施の形態
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を示す概略図である。
【図２】サーバのメール送信部，当選者登録部および当選番号ニックネーム表示部の各回
路の動作を説明するためのフローチャートである。
【図３】サーバのユーザ登録部およびメーラーダウンロード部の各回路の動作を説明する
ためのフローチャートである。
【図４】本発明におけるアクセスの形態を説明するための図である。
【図５】メール送信からプレゼント受け取りまでの動作を説明するためのフローチャート
である。
【図６】本発明におけるメインメニュー画面の構成を説明するための図である。
【図７】送信メールサーバのＳＭＴＰ書換え例を示す図である。
【図８】メールの送信例を示す図である。
【符号の説明】
１ａ～１ｄ　端末装置（パソコン）
１１　ＣＰＵ
１２　ホームページ表示部
１３　メール送信部
１４　当選者登録部
１５　当選番号・ニックネーム表示部
１６　ユーザ登録部
１７　メーラーダウンロード部
１８　通信部
１９　メモリ部
２０　各種ボード
２１　懸賞番号・宛先メールアドレスファイル
２２　ユーザ登録ファイル
２３　ハードディスク
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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